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研究成果の概要：本研究期間中に行われたニオス湖とマヌーン湖(カメルーン)の水質調査から、

マヌーン湖では CO2のガス抜きがほぼ終了に近づきつつあり、ニオス湖ではガス抜き開始前の

CO2量の約 70%が残存していることが判明した。ニオス湖ではさらなるガス抜きが必要である。

ニオス湖北岸の天然ダムの U-Th-Ra 年代は 4000 年前後であった。この年代測定結果から、ダ

ム侵食速度は 15mm/年程度であり、近未来におけるダム崩壊の可能性は低いと判断される。 
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２．研究の目的 １．研究開始当初の背景 
(1) ニオス湖およびマヌーン湖の湖水の CO2

濃度の深度分布を明らかにする。過去に得ら
れているデータを総合して、ガス抜きにより
両湖における溶存 CO2がどの程度除去された
かを把握する。 

カメルーンにある火口湖のニオス湖とマヌ
ーン湖でマグマ性二酸化炭素の異常蓄積が
あり、それぞれ 1984 年と 1986 年に湖水爆発
（二酸化炭素の大量放出）を起こした。その
結果 1800 人の人命が失われた。これらの湖
では相変わらず二酸化炭素の蓄積が続いて
いるので、ニオス湖とマヌーン湖では人工的
なガス抜きが行なわれている。また、ニオス
湖は火山性堆積物から成る天然ダムによっ
て湖水が押しとどめられており、その崩壊に
伴う洪水の発生が危惧されている。このよう
な背景の下で両湖の継続的な化学組成の把
握とダムの安定性に関する研究を進める必
要があった。 

(2) ニオス湖ダムの生成年代を地球化学的
に求め、ダムの侵食速度を推定する。あわせ
てダム下部から漏出する湖水の化学組成か
ら、ダムの化学風化の実態を見極めることを
目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
(1) ニオス湖およびマヌーン湖水を深度別に



採水し、その CO2濃度ならびに主要化学成分
濃度を測定する。過去のデータと比較しガス
抜きの進捗状況を把握する。 

図 1および図２の結果に過去のデータを加え
て、マヌーン湖およびニオス湖の溶存 CO2
量の変遷を、それぞれ図 3 および図 4 に示し
た。 (2) ニオス湖天然ダムから漏出する水の化学

組成を決定する。ダムを構成する火山岩等の
年代測定からニオス湖の形成年代を推定し、
ダムの侵食速度を算出する。 
 
４．研究成果 
(1) 2007年 12月および 2009年 1月にニオス
湖とマヌーン湖(カメルーン)で水質調査を実
施した。マヌーン湖では、2009 年 1 月にお
ける湖底(100m)の最大CO2濃度が 2003年以
前の深度 55m に相当し、CO2 濃度分布は全
体的に 50m ほど沈降したことが分かる(図 1)。 

 

図 3 マヌーン湖における溶存 CO2 量の変遷 
 
 

図 1．マヌーン湖深層水の CO2濃度 
 

一方、ニオス湖ではガス抜き開始直後の
CO2 濃度分布曲線が過去 5 年間に下方に約
20m 沈降したことが判明した(図 2)。ガス抜
きパイプの先端は 203m にあり、2009 年 1
月時点でパイプに取り込まれる水の CO2 濃
度が最高濃度をわずかに下回り始めたので、
今後はガス抜き速度が少しづつ低下するこ
とが懸念される。 図４ ニオス湖における溶存 CO2 量の変遷 

 
これらの図から明らかなように、ガス抜きの効

果はマヌーン湖において明瞭に現れている。2009
年 1 月時点での CO2 残存量は、ガス抜きが開始さ

れた 2003 年の値に比べて 9％であった。つまり、

過去6年間に毎年89メガモルのガスが大気に開放

された。図 1 で分かるように深層水の CO2 濃度が

低下し始めたので、今後、このガス抜き速度が継

続するとは考えられないが、マヌーン湖のガス抜
きほぼ終了に近づきつつあると言ってよい。 

 

ニオス湖ではガス抜きは着実に進んでいる
ものの、2009 年時点で最大値の 80％が残存
しており、現在のガス抜き速度 0.59 ギガモル
/年をもってしてもガス抜き完了には 20 年を
要することが分かる。さらなるガス抜き設備
の増設が必須である。 
 

図２．最近のニオス湖の CO2 濃度 



(2) ニオス湖北岸の天然ダムの生成年代が、
ウラン－トリウム－ラジウム同位体非平衡
法により 4000 年前後であることが分かった。
と判断された。この年代測定結果からダム侵
食速度は 15mm/年程度であり、従来言われて
きたような近未来におけるダム崩壊の可能
性は低い 
 
 (3) これらの研究成果 
ニオス湖とマヌーン湖における湖水爆発は、
その異常性から主として火山関連研究者の
注目を集めてきた。ニオス湖ダムの崩壊の危
険性評価を含めて、本研究の成果は地球化学
的アプローチが防災･減災に有効かつ不可欠
であることを実証するものであり、世界中の
火山関連研究者に強いインパクトを与える
ものである。 
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